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感染分子解析学分野 
論文 

A 欧文 
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2.466) 
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14. Ly MHP, Moi ML, Vu TBH, Tun MMN, Saunders T, Nguyen CN, Nguyen AKT, Nguyen HM, Dao TH, Pham DQ, Nguyen 
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B 邦文 
B-d 

1. 西田教行, 佐藤克也: プリオン病患者の髄液中のバイオマーカーの検討および消化管組織のプリオン活性の検討. 
厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業）プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関する調査研究 平
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学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

1 2 3 4 3 15 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

西田教行・教授 理事 アジア太平洋プリオン研究会 

久保嘉直・准教授 高大連携推進委員会委員 長崎県教育委員会 

石川岳志・准教授 CBI 学会プログラム委員 CBI（情報計算化学生物）学会 

石川岳志・准教授 CBI ジャーナル編集委員分野長（分野 1） CBI（情報計算化学生物）学会 

石川岳志・准教授 CBI 学会評議員 CBI（情報計算化学生物）学会 

石川岳志・准教授 CBI 学会実行委員 CBI（情報計算化学生物）学会 

 
競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

西田教行・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政

策研究事業） 
プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関

する調査研究 

西田教行・教授 日本医療研究開発機構 代表 日本医療研究開発機構研究費 感染症研究

革新イニシアティブ（J-PRIDE） 
薬剤耐性 RNA ウイルス出現予測法の確立と

迅速制御のためのインシリコ創薬 

石橋大輔・准教授 日本学術振興会 代表 科学研究費助成事業 基盤研究(C) 
プリオン病分子病態の解明：新規治療法の開

発に向けたインターフェロンシステムの解

析 

石橋大輔・准教授 日本医療研究開発機構 分担 医療研究開発推進事業費補助金 
地域と拠点を結び世界へ展開する新規医療

技術の研究・開発 

石橋大輔・准教授 財団法人日本ワックスマン財団 代表 論理計算手法を用いたプリオンの構造異常

化を阻害する低分子化合物の開発 

久保嘉直・准教授 日本医療研究開発機構（AMED） 分担 HIV Gag 蛋白質の進化能の構造生物学研究

に基づく次世代の創薬シーズ創成 

久保嘉直・准教授 MSD 生命科学財団 分担 ウイルスと宿主防御機構の進化的相互作用

の解明に基づくウイルス感染症に対する新

規治療薬シーズの創出を目指した研究 

石川岳志・准教授 平成 30 年度 科学研究費助成事業 
基盤研究（C）（一般） 

分担 RNA アプタマーの分子認識メカニズムの解明 

石川岳志・准教授 平成 29年度 日本医療研究開発機構 
感染症研究革新イニシアティブ

（J-PRIDE） 

分担 赤痢アメーバ“含硫脂質代謝”を標的とする阻

害剤探索―全容解明と治療薬開発にむけて― 

石川岳志・准教授 平成 29年度 日本医療研究開発機構 
感染症研究革新イニシアティブ

（J-PRIDE） 

分担 薬剤耐性 RNA ウイルス出現予測法の確立と迅

速制御のためのインシリコ創薬 

石川岳志・准教授 平成 29年度 日本医療研究開発機構 分担 新規抗インフルエンザ剤の探索 
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創薬ブースター 

石川岳志・准教授 平成 29 年度 科学研究費助成事業 
基盤研究（B）（特設） 

分担 Wet-Dry 融合アプローチを用いた産業応用酵

素の遷移状態制御による新機能創製 

石川岳志・准教授 平成 29年度 日本科学技術振興機構 
地域産学バリュープログラム 

分担 計算化学手法による革新的な抗体精製用

RNA アプタマーの開発 

石川岳志・准教授 平成 28 年度 科学研究費助成事業 
基盤研究（B）（海外） 

分担 東アジア調査に基づくベーチェット病、強皮症

の特異的 HLA が病態に関わる機序の研究 

石川岳志・准教授 平成 28 年度 科学研究費助成事業 
基盤研究（B）（一般） 

分担 アクチニド分子種と生体分子の相互作用に関

する計算化学的研究 

石川岳志・准教授 平成 28 年度 科学研究費助成事業 
基盤研究（C）（一般） 

代表 HLA-ペプチド親和性の網羅的計算法の開発

とベーチェット病の病因解明への応用 

渡邊 健・准教授 日本学術振興会 代表 科研費基盤研究 C 食品の機能成分と抗ウ

イルス薬の併用：薬剤耐性の克服とインフル

エンザ予防は可能か？ 

中垣岳大・助教 日本学術振興会 代表 科学研究費助成事業 若手研究（B） 
孤発性クロイツフェルト・ヤコブ病に対する

集学的治療法の確立 

中垣岳大・助教 公益財団法人 難病医学研究財団 代表 腸内細菌叢に着目した孤発性クロイツフェ

ルトヤコブ病の発症メカニズムの解明 

西田教行・教授 ロート製薬株式会社 QuIC 法を用いた神経変性疾患診断技術開発 

久保嘉直・准教授 旭化成メディカル株式会社 ウイルス感染に対する宿主防御機構の解明 

 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

西田教行・教授、 
石橋大輔・准教授、 
石川岳志・准教授 
中垣岳大・助教 

プリオン病予防・治療剤 2016 年 8 月 31 日  特願 2016-170349 

西田教行・教授 
石川岳志・准教授 
渡邊 健・准教授 

キノリノン化合物および抗 RNA ウイル

ス治療薬 
2017 年 3 月 31 日  特願 2017-72230 

西田教行・教授 α－シヌクレイン検出方法 2017 年 11 月 29
日 

 特願 2017-228820 

西田教行・教授 
石橋大輔・准教授 
石川岳志・准教授 

プリオン病治療薬 2018 年 9 月 21 日  特願 2018-177224 

渡邊 健・准教授 エイズワクチン 2002 年 4 月 25 日 2009 年 6 月

5 日 
特許第 4317912 号 

渡邊 健・准教授 抗ウイルス医薬品の相加相乗剤 2013 年 3 月 5 日  特開 2014-169255 

渡邊 健・准教授 キノリノン化合物および抗 RNA ウイル

ス薬 
2018 年 3 月 30
日 

 PCT/JP2018/013592 
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その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

石橋大輔・准教授 非常勤講師（微生物学、薬理学） 長崎玉成高等学校 衛生看護科 

久保嘉直・准教授 非常勤講師（免疫学） 九州医学技術専門学校 

トッドサンダー

ス・助教 
非常勤講師（Englishi Communication I） 

（Englishi Communication II） 
（Travel Englishi） 
（Englishi Everyday Life） 

長崎純心大学 

トッドサンダー

ス・助教 
非常勤講師（オーラルイングリッシュの講

義） 
長崎女子短期大学 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

渡邊 健・准教授 季刊誌への記事掲載 LifeWare Book 2018 年秋 (株)生活の木 季刊誌 LifeWareBOOK 
2018 年秋冬号 Vol28 P13-16 特集記事

「手洗い、うがい、マヌカハニーで体内

バリア」にインタビュー形式記事掲載 

 


